
● 社員総会 ＜２面＞
＜２面＞● 介護大学校から

● ＣＥＣ事例発表会 ＜２面＞
＜３面＞● 実地研修施設紹介（せんねん村矢曽根・愛知県）

● リーダー研修申し込み方法の変更 ＜３面＞
＜４面＞● 創立20周年記念式典の開催決定

● 総務企画広報委員会 ＜２面＞
● 静岡支部イベント ＜３面＞
● 介護ニュース・ダイジェスト ＜４面＞
● 事務局から ＜４面＞

● ズバリ回答！人事・労務のお悩み ＜４面＞

推進協会員特典が拡充される!
①虐待防止研修（Eラーニング）
△会員無料
　虐待防止研修用Eラーニング教材の無料提供、職員の勤務年数に応じた
研修教材を提供。
②感染対策研修・食中毒予防研修
△会員無料
　感染対策研修をオンラインで実施
③ユニット型施設看護師研修
△会員価格7,700円（非会員13,200円）
　ユニット型施設の特徴を踏まえた看護のあり方について学べる。

④ケア環境支援コーディネーター（CEC）基礎養成研修
△会員価格27,500円（非会員価格13,200円）
　施設内の居室やリビングの環境改善の手法が学べ、研修修了者はケア環境
コーディネーター（当会認定）の資格が取得できる。
⑤ユニットケア基礎研修
△会員価格5,500円（非会員11,000円）10名以上の一括購入は更に割引あり。
　ユニットリーダー研修内容と同等のことが学べる。
☆その他☆
・ユニットリーダー研修
研修受講者様につき『ユニットケア基礎研修』が1名分無料！
・ユニットケア施設管理者研修
研修受講者様につき以下の研修が１名分無料！
△CEC基礎養成研修　△ユニットケア施設看護師研修　△ユニットケア基礎研修

左から峰村浩司老健局高齢者支援課長、安江紀子副会長、
稲庭智弥子副会長、黒田秀郎老健局長、赤枝眞紀子会長、
佐々木亀一郎政治連盟代表

左から佐々木亀一郎政治連盟代表、赤枝眞紀子会長、
日原知己社会・援護局長、稲庭智弥子副会長、安江紀子副会長

赤枝会長ら厚労省の赤枝会長ら厚労省の
日原社会・援護局長日原社会・援護局長
黒田老健局長と面談黒田老健局長と面談

　

一
般
社
団
法
人
全
国
個
室
ユ

ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
以

下
「
推
進
協
」）
の
赤
枝
眞
紀
子

会
長
ら
が
8
月
1
日
、
厚
生
労
働

省
を
訪
問
し
、
7
月
5
日
付
で
就

任
し
た
日
原
知
己
社
会
・
援
護
局

長
、
黒
田
秀
郎
老
健
局
長
と
面
談

し
た
。

　
日
原
局
長
と
は
介
護
人
材
確
保

関
係
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、
局

長
か
ら
介
護
福
祉
士
制
度
に
お
け

る
パ
ー
ト
合
格
制
度
の
新
規
導
入

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
黒
田

局
長
と
は
今
後
の
高
齢
化
に
関
し

意
見
交
換
し
、
局
長
か
ら
自
身
の

大
分
県
副
知
事
と
し
て
の
出
向
経

験
も
踏
ま
え
、
地
域
差
を
踏
ま
え

た
対
応
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　
推
進
協
か
ら
は
、
安
江
紀
子
副

会
長
、稲
庭
智
弥
子
副
会
長
、佐
々

木
亀
一
郎
理
事
（
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

ケ
ア
推
進
政
治
連
盟
代
表
）
が
参

加
し
た
。

日
原
　
知
己
氏
（
ひ
は
ら
・
と
も
み
＝

社
会
・
援
護
局
長
）89
年（
平
成
元
年
）

東
大
経
卒
、
旧
厚
生
省
へ
。
22
年
官
房

審
議
官
。
東
京
都
出
身
、
57
歳

黒
田
　
秀
郎
氏
（
く
ろ
だ
・
ひ
で
ろ
う
＝

老
健
局
長
）
91
年
（
平
成
3
年
）
東
大
法

卒
、
旧
厚
生
省
へ
。
23
年
総
括
審
議
官
。

福
岡
県
出
身
、
56
歳

　
厚
生
労
働
省
の
中
央
最
低
賃
金
審

議
会
は
７
月
25
日
、
２
０
２
４
年
度

の
最
低
賃
金
（
時
給
）
に
つ
い
て
、

各
都
道
府
県
の
引
き
上
げ
額
の
目
安

を
50
円
（
引
き
上
げ
率
５
・
０
％
）

と
す
る
答
申
を
ま
と
め
た
。
今
春
の

介
護
報
酬
改
定
で
は
介
護
職
員
に
対

し
て
24
年
度
に
２
・
５
％
、
25
年
度

に
２
・
０
％
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
前
提
に
財
源
が
措
置

さ
れ
た
が
、
過
去
最
大
幅
と
な
る
最

賃
引
き
上
げ
に
伴
う
人
件
費
の
増
大

に
よ
り
、
介
護
事
業
者
の
経
営
が
圧

迫
さ
れ
る
懸
念
も
あ
る
。

　
最
低
賃
金
は
経
済
実
態
に
応
じ
て

全
都
道
府
県
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
３
ラ
ン
ク

最
低
賃
金
を
５
％
引
き
上
げ
へ

介
護
事
業
者
の
経
営
体
力
に
懸
念
も

機
動
性
の
あ
る
改
定
ル
ー
ル
が
必
要

に
分
け
、
引
き
上
げ
額
の
目
安
を
国

が
提
示
す
る
。
各
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
の
審
議
を
経
て
、
都
道
府
県
が

地
域
別
最
低
賃
金
額
を
決
定
す
る
。

23
年
度
は
Ａ
ラ
ン
ク
41
円
、
Ｂ
ラ
ン

ク
40
円
、
Ｃ
ラ
ン
ク
39
円
と
す
る
目

安
が
示
さ
れ
、
24
県
で
目
安
を
上
回

る
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
。
最
低
賃

金
は
１
０
０
４
円（
全
国
加
重
平
均
、

以
下
同
）と
な
り
、初
め
て
１
０
０
０

円
を
超
え
た
。
今
年
度
は
消
費
者
物

価
の
高
止
ま
り
、
５
％
を
超
え
る
春

闘
賃
上
げ
率
に
加
え
、政
府
の「
30
年

代
半
ば
ま
で
に
１
５
０
０
円
と
な
る

こ
と
を
目
指
す
」
と
い
う
目
標
を
考

慮
し
、
３
ラ
ン
ク
と
も
過
去
最
高
額

の
50
円
が
目
安
と
し
て
示
さ
れ
た
。

目
安
通
り
に
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
る

と
、最
低
賃
金
は
１
０
５
４
円
と
な
る
。

　
介
護
施
設
・
事
業
所
で
は
無
資
格

者
や
未
経
験
者
な
ど
最
低
賃
金
水
準

で
働
く
職
員
も
少
な
く
な
く
、
引
き

上
げ
は
朗
報
だ
。
一
方
で
事
業
者
側

に
と
っ
て
は
全
職
員
の
賃
金
底
上
げ

が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
人

件
費
負
担
に
直
結
す
る
。
24
年
度
の

介
護
報
酬
改
定
で
は
一
本
化
さ
れ
た

「
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
」
が

新
設
さ
れ
た
。
政
府
は
事
業
者
に
対

し
、
こ
れ
ら
を
原
資
に
24
年
度
に

２
・
５
％
、
25
年
度
に
２
・
０
％
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
行
う
よ
う
に
求
め

て
い
る
が
、「
初
年
度
に
２
・
５
％
上

げ
ず
、
賃
上
げ
原
資
を
後
ろ
倒
し
に
し

て
確
保
し
て
い
る
事
業
所
も
あ
る
。
最

賃
が
５
％
も
上
が
れ
ば
そ
れ
ら
を
含
め

て
吐
き
出
さ
ざ
る
を
得
な
い
」（
関
係

者
）
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

　
今
回
の
報
酬
改
定
で
は
特
養
な
ど
施

設
系
に
財
源
が
重
点
配
分
さ
れ
た
が
、

そ
の
理
由
は
23
年
度
の
介
護
事
業
経
営

実
態
調
査
で
収
支
差
率（
22
年
度
決
算
）

で
特
養
が
マ
イ
ナ
ス
１
・
０
％
、
老
健

が
マ
イ
ナ
ス
１
・
１
％
と
い
ず
れ
も
初

の
赤
字
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
だ
。
一
方

で
食
費
の
基
準
費
用
額
は
据
え
置
か

れ
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
。

　
急
激
な
賃
上
げ
局
面
に
対
し
、
３
年

に
一
度
の
報
酬
改
定
で
は
間
に
合
わ
な

い
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
推
進
協
が
か
ね

て
主
張
す
る
「
物
価
及
び
春
闘
又
は
人

勧
の
ア
ッ
プ
率
に
タ
イ
ム
ラ
グ
少
な
く

連
動
す
る
新
た
な
介
護
報
酬
改
定
ル
ー

ル
の
導
入
」（
今
年
６
月
、個
室
ユ
ニ
ッ

ト
ケ
ア
推
進
議
員
連
盟
に
対
す
る
緊
急

要
望
項
目
）
が
急
務
だ
ろ
う
。

個室ユニット型施設個室ユニット型施設
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認
知
症
高
齢
者
の
生
活
環
境
を

改
善
す
る
取
り
組
み

多
職
種
連
携
や
近
未
来
介
護
を
テ
ー
マ
に

20
周
年
記
念
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
総
務
企
画
広
報
委
員
会
で
議
論

㊟ケアと環境研究会（代表児玉桂子日本社会事業大学名誉教授）

　
推
進
協
は
７
月
５
日
、
２
０
２
４
年

度
の
社
員
総
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で

開
い
た
。
委
任
状
と
書
面
決
議
に
よ
る

出
席
を
含
め
２
５
５
人
が
参
加
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
っ
て
推
進
協
の
赤
枝

眞
紀
子
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
24
年
度

の
介
護
報
酬
改
定
で
は
施
設
系
に
財
源

が
重
点
的
に
振
り
向
け
ら
れ
た
が
、
一

方
で
食
費
が
据
え
置
か
れ
た
こ
と
を
問

題
視
。
経
営
実
態
調
査
に
基
づ
く
方
式

に
問
題
が
あ
る
と
し
、
現
行
の
改
定

ル
ー
ル
の
変
更
を
今
後
の
最
重
要
課
題

と
し
て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

　
続
い
て
赤
枝
会
長
は
24
年
度
の
事
業

方
針
を
説
明
し
た
。
１
点
目
と
し
て
、

来
年
の
推
進
協
創
立
20
周
年
を
前
に
改

め
て
一
般
会
員
の
拡
大
に
努
め
る
と

し
、
全
国
の
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
を

対
象
に
、
以
下
の
取
り
組
み
を
訴
え
か

け
て
い
く
と
述
べ
た
。

▽�

基
本
報
酬
と
基
準
費
用
額
（
食
費
）

「
創
立
20
周
年
」を
前
に一般
会
員
拡
大
へ
更
な
る
努
力

24
年
度
社
員
総
会
を
開
催

推進協
　
推
進
協
は
7
月
26
日
、
総
務
企
画
広

報
委
員
会
（
委
員
長
佐
々
木
亀
一
郎
社

会
福
祉
法
人
元
気
村
グ
ル
ー
プ
理
事
）

を
開
催
し
、
6
月
の
理
事
会
で

2
0
2
5
年
8
月
19
日
に
都
内
で
開
催

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
創
立
20
周
年

記
念
式
典
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
詳
細

を
話
し
合
っ
た
。

　
創
立
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
参

加
者
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
開
催
す
る
こ
と
が
既
に
決

定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
に
関
し
て
は
今
後
の
検
討
と
な
っ
て

い
た
。
会
議
で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

テ
ー
マ
に
関
し
参
加
者
か
ら
、
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
多
職
種
連
携
会

議
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
意

見
や
、
防
災
等
の
B
C
P
対
策
、
外
国

の
引
き
上
げ
と
、
春
闘
や
物
価
に
連

動
す
る
自
動
的
引
き
上
げ
方
式
の
導

入
▽�

Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
人
員
基
準
の
引
き
下

げ
に
関
す
る
慎
重
な
対
応

▽�

非
常
に
高
額
な
違
約
金
を
請
求
す
る

な
ど
、
悪
質
な
人
材
紹
介
事
業
者
へ

の
規
制
強
化

▽�

介
護
福
祉
士
の
確
保
に
向
け
、
推
進

協
の
子
会
社
に
よ
る
介
護
大
学
校
事

業
の
活
用
呼
び
か
け

▽
車
座
対
話
の
継
続
実
施

　

ま
た
２
点
目
と
し
て
赤
枝
会
長
は
、

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
事
業
の
充
実
を
挙

げ
た
。
今
回
の
介
護
報
酬
改
定
で
施
設

管
理
者
研
修
の
努
力
義
務
化
、
研
修
事

業
者
の
複
数
委
託
化
、
コ
ロ
ナ
禍
経
過

措
置
の
撤
廃
が
行
わ
れ
た
機
会
を
捉

え
、事
業
拡
大
を
図
り
た
い
と
述
べ
た
。

　
議
案
審
議
で
は
第
１
号
議
案
「
23
年

度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
」
と
第

人
介
護
職
等
最
近
の
施
設
を
取
り
巻
く

課
題
も
テ
ー
マ
と
し
て
は
と
い
う
意
見

も
出
た
。
さ
ら
に
記
念
式
典
後
半
の

バ
ー
テ
ィ
に
つ
な
ぐ
意
味
で
夢
の
あ
る

近
未
来
の
介
護
も
テ
ー
マ
に
良
い
の
で

は
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

　
一
方
、
極
め
て
多
数
で
の
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
に
な
る
こ
と
か
ら
、
会
場
の

テ
ー
ブ
ル
の
配
置
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
役
割
等
円
滑
な
運
営
を
す
る
た

め
に
も
規
模
感
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必

要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。
こ
う
し
た
点
も
含
め
て
事
務
局
か

ら
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
際
の
進

め
方
を
検
討
す
る
た
め
の
作
業
チ
ー
ム

の
設
置
が
提
案
さ
れ
た
他
、
記
念
式
典

当
日
の
事
務
局
体
制
の
強
化
を
図
る
必

要
か
ら
、
総
務
企
画
広
報
委
員
の
み
な

介
護
大
学
校
か
ら

　
令
和
６
年
７
月
１
日
付
で
神
奈
川
県

に
提
出
し
て
い
ま
し
た
第
５
期
分
校
の

指
定
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
８

日
、
正
式
に
承
認
さ
れ
令
和
６
年
10
月

よ
り
開
講
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
推
進

協
介
護
大
学
校
は
、
新
た
に
９
分
校
を

迎
え
、
分
校
数
35
、
学
級
数
65
、
総
定

員
数
１
，
６
３
２
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
５
期
分
校
に
は
、
個
別
説
明
会
及

び
開
講
前
説
明
会
を
開
催
し
、
10
月
か

ら
の
開
講
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
７
月
26
日
、
第

６
期
分
校
募
集
説
明
会
（
２
回
目
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
の
参
加
が
難
し

い
施
設
・
事
業
所
を
対
象
に
、
個
別
対

応
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
第
1
期
分
校
】

▽
燦
燦
分
校（
岐
阜
県
）９
月
３
日（
火
）

よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始
。

▽
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
三
保
サ
テ
ラ
イ
ト

分
校
（
神
奈
川
県
）
９
月
５
日
（
木
）

よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始
。

▽
岐
南
仙
寿
う
れ
し
野
分
校（
岐
阜
県
）

10
月
７
日
（
月
）
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ

開
始
。

【
第
2
期
分
校
】

▽
七
里
分
校
（
埼
玉
県
）
６
月
28
日
ス

ク
ー
リ
ン
グ
修
了
。
修
了
者
３
名
。

▽
し
ょ
う
な
あ
さ
ひ
が
丘
分
校
（
愛
知

県
）
10
月
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始
。

【
第
3
期
分
校
】

▽
湘
南
く
す
の
木
分
校
（
神
奈
川
県
）

９
月
１
日
（
日
）
ス
ク
ー
リ
ン
グ
修
了

予
定
。

▽
慈
眼
寺
園
分
校
（
鹿
児
島
県
）
７
月

21
日
ス
ク
ー
リ
ン
グ
修
了
。
修
了
者
５

名
。

▽
と
こ
ろ
の
苑
分
校
（
埼
玉
県
）
10
月

26
日（
土
）よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ
開
始
。

【
第
4
期
分
校
】

▽
ふ
ぁ
み
ぃ
ゆ
行
田
分
校
（
埼
玉
県
）

11
月
７
日
（
木
）
よ
り
ス
ク
ー
リ
ン
グ

開
始
。

▽
あ
さ
く
ら
苑
分
校
（
福
井
県
）
10
月

１
日
（
火
）
よ
り
開
講
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
！

ら
ず
関
東
の
支
部
へ
の
協
力
も
行
う
こ

と
が
提
案
さ
れ
た
。
推
進
協
は
こ
れ
ら

に
つ
い
て
、
今
後
組
織
的
な
決
定
を
行

い
さ
ら
に
内
容
を
具
体
化
し
て
い
く
方

針
だ
。

（
総
務
企
画
広
報
委
員
名
簿
）

委
員
長
佐
々
木
亀
一
郎
（
社
会
福
祉
法

人
元
気
村
グ
ル
ー
プ
理
事
）、
委
員
山

本
高
之
（
社
会
福
祉
法
人
一
乗
谷
友
愛

会
理
事
長
）、
同
中
島
章
文
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
燦
燦
施
設
長
補
佐
）、

同
菊
池
威
人
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
施
設
長
）、
同
石
原
規

章
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
岐
南
仙
寿

う
れ
し
野
支
援
課
長
）、
同
倉
上
伸
夫

（
医
療
法
人
久
幸
会
事
務
長
）、
同
荻
野

正
之
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
主
幹
）、

同
阿
部
仁
美
社
会
福
祉
法
人
萩
の
里
理

事
長
、
同
川
島
麻
貴
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
慈
眼
寺
園
施
設
長
、
同
八
木
郁

夫
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
ょ
う

じ
ゅ
の
里
三
保
副
施
設
長
）、
以
上
10

名
順
不
同

２
号
議
案
「
役
員
人
事
（
理
事
３
人
の

追
加
選
任
）」
を
い
ず
れ
も
原
案
通
り

可
決
し
た
。
ま
た
入
会
10
年
を
迎
え
る

施
設
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
１
道
１
府

５
県
の
12
施
設
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
推
進
協
は
7
月
25
日
、
ケ
ア

環
境
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
C
E
C
）に
よ
る
施
設
内
の
環

境
づ
く
り
に
関
し
実
践
事
例
の

発
表
会
を
開
催
し
た
。
C
E
C

は
、
ケ
ア
と
環
境
研
究
会
代
表

児
玉
桂
子
日
本
社
会
事
業
大
学

名
誉
教
授
ら
が
開
発
し
た
6
の

ス
テ
ッ
プ
か
ら
構
成
さ
れ
る
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
別
表
1
）
を

修
了
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
る
資

格
で
、
推
進
協
が
資
格
取
得
の

た
め
の
研
修
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｃ
事
例
発
表
会
開
催

　
事
例
発
表
会
で
は
、
研
修
受

講
と
そ
の
後
の
実
践
を
行
っ
た

4
名
か
ら
報
告
が
あ
り
、
児
玉

名
誉
教
授
が
コ
メ
ン
ト
を
加
え

る
方
式
で
実
施
さ
れ
た
。

　
発
表
者
は
次
の
と
お
り
。

（別表２）【
参
考
】

C
E
C
に
よ
る
施
設
内
の
環
境
づ
く
り
は
、

児
玉
教
授
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

カ
ー
ド
（
別
表
2
）
が
用
い
ら
れ
る
。

日常の環境について写真にキャプション（説明文）
を付けたカードに、〇や×の評価と、なぜそう思っ
たのかを明らかにすると共に、PEAPの視点で改善
の方向を指し示すことから始まる。

（鹿児島県）特別養護老人ホームマモリエあいら　園田修一氏
テーマ：入居間もない認知症高齢者の居場所づくり支援

（鳥取県） 特別養護老人ホームあかねの郷　入澤良子氏
テーマ：居室を自宅に近い環境への工夫でQOL�の向上

（佐賀県） 特別養護老人ホームシルバーケア吉野ケ里　井本緑氏
テーマ：看取りケア・在宅酸素の重度の方の居室環境の改善

（千葉県） 特別養護老人ホーム明尽苑　永瀬佳枝氏
テーマ：レビー小体型認知症者の使いやすい居室への環境見直し

（別表１）６つの STEP と活用できる豊富なツールシルバーケア吉野ケ里の事例

今
月
の
「
尾
島
の
視
点
」
は
休
載
し

ま
す
。

発 

表 

者
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推
進
協
静
岡
支
部

で
は
６
月
11
日
に
静

岡
県
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
連
絡
会
総
会

を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
研
修
会
と
し
て

「
自
然
災
害
に
学
ぶ

施
設
の
安
全
配
慮
義

務
と
被
災
し
た
あ
な

た
を
助
け
る
お
金
と

く
ら
し
の
話
」
と
題

し
て
、
社
会
福
祉
施

設
の
防
災
対
策
に
も

詳
し
い
、
銀
座
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
法
律
事
務

所
で
、
弁
護
士
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る

岡
本
正
様
を
お
招
き
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
は
、
支
部
長

の
大
杉
よ
り
「
令
和
6
年
度
と

な
り
新
し
い
介
護
報
酬
の
内
容

を
理
解
し
対
応
を
し
い
て
い
る

と
思
う
が
、
自
然
災
害
が
多
く

な
る
中
で
災
害
の
リ
ス
ク
、
対

応
に
つ
い
て
も
今
一
度
事
業
所

ご
と
の
対
応
を
振
り
返
っ
て
ほ

し
い
」
と
、
介
護
報
酬
に
対
応

す
る
事
と
、
災
害
対
応
の
必
要

性
に
つ
い
て
伝
え
た
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
研
修
会
の
開
催
が

難
し
い
中
、
会
員
施
設
の
協
力

も
あ
り
施
設
見
学
会
も
開
催
で

き
た
点
に
触
れ
、「
各
事
業
所

の
頑
張
り
と
共
に
ユ
ニ
ッ
ト
ケ

ア
の
推
進
が
出
来
る
よ
う
質
の

高
い
ケ
ア
の
実
践
」
を
呼
び
か

け
た
。
推
進
協
の
会
員
施
設
の

拡
大
も
図
る
た
め
、
会
員
外
施

設
に
も
研
修
案
内
を
行
っ
た
結

果
、
当
日
は
会
員
外
施
設
の
参

加
者
も
み
ら
れ
た
。

研
修
会
で
は
岡
本
正
弁
護
士

か
ら
、
令
和
6
年
度
よ
り
義
務

化
に
な
っ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
に
つ

い
て
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
を
受
け

な
が
ら
、
施
設
と
し
て
想
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
を
理
解

し
た
。ま
た
、東
日
本
大
震
災
の

際
に
起
き
た
訴
訟
事
件
を
例
に

挙
げ
、
施
設
管
理
者
と
し
て
何

に
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
、
ど
う
い
っ
た
対

応
を
し
て
お
け
ば
問
題
な
か
っ

た
の
か
を
、
具
体
的
な
訴
訟
内

容
を
紐
解
き
な
が
ら
解
説
し
対

応
方
法
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

参
加
者
か
ら
は
「
具
体
的
に

発
生
し
た
事
例
を
も
と
に
説
明

さ
れ
た
の
で
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
が
理
解
で

き
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
見
直
す
材
料

と
し
た
い
。」
と
有
意
義
な
研

修
と
な
っ
た
意
見
が
聞
か
れ

た
。
岡
本
弁
護
士
は
「
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
整
備
し
、
施
設
管
理
者

だ
け
が
指
揮
を
取
れ
て
も
意
味

が
な
い
。
管
理
者
が
い
な
く
て

も
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
行
動

を
職
員
が
取
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
施
設
全
体
が
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に

つ
い
て
理
解
す
る
事
の
必
要
性

を
伝
え
た
。研
修
会
後
半
で
は
、

災
害
時
に
知
っ
て
お
く
と
安
心

で
き
る
防
災
に
関
す
る
法
律
に

つ
い
て
触
れ
る
こ
と
で
、
参
加

者
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
研
修

会
と
な
っ
た
。

静岡支部 防災に関する研修会

岡本正弁護士によるBCP作成についてポイントの解説など
自然災害で負うリスク対応が解説された

　
推
進
協
は
7
月
10
日
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
の
申
込
に
関
し
、
実
地
研
修
申

込
を
座
学
研
修
申
込
よ
り
先
に
行
う
よ
う

周
知
を
開
始
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
し
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
、
座
学
の

枠
は
十
分
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
地
を
先
に

申
し
込
む
よ
う
促
し
て
い
る
。
実
地
研
修

で
は
運
営
計
画
書
の
作
成
が
必
要
と
な
る

が
、そ
の
内
容
を
充
実
し
て
い
く
に
は
、実

地
研
修
施
設
で
の
実
績
を
具
体
的
に
見
聞

き
す
る
こ
と
が
参
考
と
な
っ
て
い
る
。
加

え
て
同
施
設
の
指
導
者
に
よ
る
助
言
に
よ

り
、
多
く
の
受
講
者
が
運
営
計
画
書
の
内

容
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
座
学
で
の
知
識

を
タ
イ
ム
ラ
グ
な
く
、
運
営
計
画
書
を
通

じ
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
意
義
は
大
き
く
、

座
学
研
修
か
ら
実
地
研
修
と
連
続
し
た
流

れ
で
内
容
の
濃
い
研
修
成
果
を
目
指
す
。

【
申
込
の
例
】
座
学
：
7
月
10
日
に
申
込

（
第
8
回
9
月
4
日
開
始
分
）、
実
地
研

修
：
7
月
10
日
に
申
込
（
9
月
24
日
し
ょ

う
じ
ゅ
の
里
三
保
開
始
分
）

注
意
：
座
学
か
ら
実
地
研
修
ま
で
は
2
週

間
以
上
空
け
る
こ
と
。な
お
、座
学
の
枠
は

十
分
あ
り
ま
す
の
で
、
実
地
研
修
を
申
し

込
ん
だ
後
に
座
学
を
お
申
込
く
だ
さ
い
。

実
地
研
修
施
設
の
募
集
も
強
化

　
一
方
で
実
地
研
修
施
設
の
数
を
増
や
す

こ
と
に
も
努
め
て
い
る
。
6
月
18
日
の
理

事
会
で
は
理
事
に
対
し
、
実
地
研
修
施
設

へ
の
応
募
を
呼
び
か
け
、
続
く
7
月
5
日

の
社
員
総
会
で
も
会
員
に
対
し
、「
実
地

研
修
施
設
は
各
県
に
必
要
で
あ
る
。
実
地

研
修
施
設
を
募
集
中
で
あ
る
の
で
、
是
非

応
募
し
て
ほ
し
い
」（
赤
枝
眞
希
子
会
長
）

と
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
実
地
研
修
施
設
の
採
点
基
準
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
己
診
断
研
修

会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
共
に
、
実
地

研
修
施
設
募
集
説
明
会
へ
の
参
加
を
誘
導

し
、
実
地
研
修
施
設
へ
と
繋
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
7
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
C
E
C

の
事
例
発
表
会
（
別
記
事
）
で
も
参
加
者

に
対
し
実
地
研
修
施
設
へ
の
応
募
を
呼
び

か
け
る
な
ど
実
地
研
修
施
設
の
増
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
の
実
地
研
修
強
化

の
取
り
組
み
を
加
速

実
地
研
修
申
込
を
先
に
変
更
へ

左から中澤理事長、木下施設長、鳥澤施設長

実
地
研
修
施
設
間
の
視
察
交
流
が
始
ま
る

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
小
野（
神
奈
川
県
）か
ら

せ
ん
ね
ん
村
矢
曽
根（
愛
知
県
）へ

資
料
中
の
コ
メ
ン
ト
は
鳥
澤
施
設
長
、
写
真
は
同
施
設
長
が
視
察
記
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
資
料
か
ら
抜
粋
。

　

神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
実
地
研
修
施
設

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
小
野
の
鳥
澤
清
人
施
設
長
他

６
名
の
職
員
が
7
月
22
日
、
実
地
研
修
施
設
と

し
て
の
ス
キ
ル
の
向
上
を
目
的
に
愛
知
県
西
尾

市
の
実
地
研
修
施
設
せ
ん
ね
ん
村
矢
曽
根
（
木

下
典
子
施
設
長
）
の
施
設
見
学
を
行
っ
た
。
こ

う
し
た
実
地
研
修
同
士
の
相
互
訪
問
は
ス
キ
ル

の
相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
推
進

協
と
し
て
本
年
３
月
の
理
事
会
で
、
施
設
見
学

を
希
望
す
る
施
設
が
よ
り
容
易
に
見
学
で
き
る

仕
組
み
の
導
入
を
諮
っ
て
い
た
と
こ
ろ
。

「
こ
こ
ろ
の
び
の
び
、
か
ら
だ
い
き
い
き
、

い
の
ち
き
ら
き
ら
」
を
進
め
る
せ
ん
ね
ん
村

　
せ
ん
ね
ん
村
の
理
念
だ
。
さ
ら
に
、
せ
ん
ね

ん
村
に
は
「
知
り
ま
せ
ん
」「
で
き
ま
せ
ん
」

「
わ
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
言
葉
は
な
い
と
い
う
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
合
言
葉
は
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」

「
安
心
し
て
く
だ
さ
い
」と
の
こ
と
。
利
用
者
を
し
っ

か
り
支
援
し
よ
う
と
す
る
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
言
葉

だ
。
施
設
の
ウ
リ
は
何
か
と
尋
ね
る
鳥
澤
施
設
長
に

対
し
、
中
澤
信
理
事
長
（
社
会
福
祉
法
人
せ
ん
ね
ん

村
）
は
、
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
地
域
の
人
々
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
と
話
す
。

　

鳥
澤
施
設
長
は
今
回
の
視
察
を
通
じ
、「
更
な
る

ケ
ア
や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
、
実
習
体
制
を
よ

り
深
化
さ
せ
、
ケ
ア
の
理
想
を
追
求
す
る
必
要
が
あ

る
と
と
ら
え
て
い
た
が
、
見
学
し
た
職
員
も
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
刺
激
を
受
け
、
ケ
ア
に
反
映
で
き
る
と

こ
ろ
は
早
速
実
践
し
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

尽
力
し
た
い
と
熱
意
を
示
し
て
く
れ
た
」
と
し
て
お

り
、
す
で
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
様
子
。
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推
進
協
監
事
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士�　

栗
田
淳
二

【
今
月
の
相
談
内
容
】

　
賞
与
の
査
定
に
際
し
、
複
数
回
の
遅
刻

と
休
職
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の
査
定
が
あ
っ

た
こ
と
を
面
談
で
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ

も
そ
も
賃
金
に
よ
り
賃
金
カ
ッ
ト
は
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
二
重
の
カ
ッ
ト
は
腑
に

落
ち
ま
せ
ん
。

【
回
答
】

　
二
重
カ
ッ
ト
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
…
賞

与
の
査
定
は
各
法
人
で
様
々
で
す
。
例
え

ば
賞
与
査
定
基
準
に
出
勤
率
と
在
籍
率
を

乗
じ
た
も
の
を
し
ば
し
ば
確
認
し
ま
す
。

出
勤
率
を
割
り
出
す
上
で
算
定
期
間
中
に

お
け
る
欠
勤
な
ど
の
時
間
の
総
数
を
所
定

労
働
時
間
の
総
数
か
ら
差
し
引
く
な
ど
の

形
式
の
も
の
で
す
。
遅
刻
等
の
場
合
、
賃

金
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
は
、
ノ
ー
ワ
ー
ク
・

ノ
ー
ペ
イ
の
原
則
に
よ
り
一
般
的
で
す
。

賞
与
制
度
を
ど
の
よ
う
に
組
み
立
て
る
か

に
対
し
て
、
人
事
考
課
が
行
わ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
賞
与
と
は
、
3
か
月
を
超

え
る
期
間
に
支
給
さ
れ
る
臨
時
的
な
も
の

介
護
ニ
ュ
ー
ス・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
６
月
26
日
〜

�

７
月
25
日

事
務
局
か
ら

夏
こ
そ
入
浴
！

　
暑
い
と
、
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で
済

ま
せ
て
し
ま
う
人
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
少
し
ぬ
る
め
の
お
風
呂

に
15
分
程
度
浸
か
る
事
で
体
を
暖

め
る
事
が
で
き
、
血
流
ア
ッ
プ
で

一
日
の
疲
れ
を

解
消
、
夏
バ
テ

の
対
策
に
な
る

そ
う
で
す
。

�

（
井
田
）

ズ
バ
リ
回
答
！
人
事
・
労
務
の
お
悩
み

職
員
か
ら
の
相
談
・
賞
与
…

■
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
社
会
福
祉

法
人
の
役
割
を
検
討
へ
（
６
月
27
日
）

　
厚
労
省
は
「
地
域
共
生
社
会
の
在
り

方
検
討
会
議
」
の
第
１
回
会
合
を
開
い

た
。
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
支
援
体

制
な
ど
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
対
す
る

分
野
を
超
え
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
話

し
合
う
。
社
会
福
祉
法
人
が
果
た
す
役

割
や
経
営
の
協
働
化
・
大
規
模
化
な
ど

も
論
点
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
た
。

■
今
年
の
介
護
事
業
者
の
倒
産
　
過
去

最
多
ペ
ー
ス
で
推
移
（
７
月
４
日
）

　
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
は
24
年
上
半
期

（
１
～
６
月
）
に
介
護
事
業
者
の
倒
産

が
81
件
に
上
っ
た
と
の
調
査
結
果
を
公

表
し
た
。
前
年
同
期
比
で
50
％
増
、
介

護
保
険
制
度
施
行
以
来
、
最
多
と
な
っ

た
。業
種
別
で
は
訪
問
介
護
が
約
43
％
、

通
所
・
短
期
入
所
が
約
39
％
増
加
し
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
倒
産
件
数
は
前
年

同
期
の
２
倍
以
上
に
増
え
た
。

■
認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者
が
過
去

最
高
を
更
新
（
７
月
４
日
）

　
警
察
庁
は
昨
年
の
「
行
方
不
明
者
の

状
況
」
を
公
表
し
た
。
認
知
症
に
関
わ

る
行
方
不
明
者
は
１
万
９
０
３
９
人
で

前
年
比
３
３
０
人
増
。
統
計
を
取
り
始

め
た
12
年
以
降
、
過
去
最
多
を
更
新
し

た
。
昨
年
中
に
取
材
確
認
さ
れ
た
ケ
ー

ス
が
約
96
％
に
上
る
一
方
、
５
０
０
人

以
上
が
亡
く
な
っ
て
見
つ
か
っ
た
。

■
５
人
に
１
人
以
上
の
高
齢
者
が
一
人

暮
ら
し
（
７
月
５
日
）

　
厚
労
省
が
発
表
し
た
23
年
の
国
民
生

活
基
礎
調
査
の
概
況
に
よ
る
と
、
65
歳

以
上
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
人
は

約
８
５
５
万
人
で
、
高
齢
者
の
21
・
６

％
を
占
め
、
過
去
最
高
だ
っ
た
22
年
の

21
・
７
％
と
同
水
準
だ
っ
た
。

■
社
会
福
祉
法
人
の
業
況
が
報
酬
改
定

施
行
前
か
ら
や
や
改
善
（
７
月
９
日
）

　
福
祉
医
療
機
構
が
発
表
し
た
今
年
６

月
の
社
会
福
祉
法
人
経
営
動
向
調
査

（
Ｗ
Ａ
Ｍ
短
観
）
に
よ
る
と
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
の
う
ち
業
況
が
「
良
い
」
と
答
え

た
法
人
数
比
率
（
％
）
か
ら
「
悪
い
」

と
答
え
た
比
率
を
引
い
た
指
数
（
業
況

Ｄ
Ｉ
）
は
マ
イ
ナ
ス
９
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
、
四
半
期
前
の
３
月
調
査
よ
り
も
６

ポ
イ
ン
ト
上
が
っ
た
。
ま
た
新
設
さ
れ

た
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加
算
に
つ
い

て
は
、
最
上
位
の
「
区
分
Ⅰ
」
を
算
定

（
予
定
を
含
む
）
し
て
い
る
法
人
が

89
・
４
％
を
占
め
た
。

■
推
進
協
　
リ
ー
ダ
ー
研
修
申
込
方
法

を
変
更
（
７
月
10
日
）

　
今
年
度
で
当
面
の
間
の
座
学
の
受
講

免
除
が
廃
止
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け

て
、
今
年
度
実
地
研
修
の
早
期
受
講
を

推
奨
す
る
た
め
、
実
地
研
修
の
申
し
込

み
が
確
定
し
た
後
座
学
の
申
し
込
み
を

行
う
よ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し
た
。

■
13
・
４
％
の
事
業
所
が
外
国
人
介
護

人
材
を
受
け
入
れ
（
７
月
10
日
）

　
外
国
籍
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

介
護
事
業
所
が
全
体
の
13
・
４
％
で
あ

る
こ
と
が
23
年
度
の
介
護
労
働
実
態
調

査
で
分
か
っ
た
。
在
留
資
格
別
で
は
、

在
留
資
格
「
介
護
」
が
７
・
０
％
、
特

定
技
能
１
号
が
６
・
１
％
、
技
能
実
習

生
が
４
・
８
％
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
１
・
０
％

な
ど
だ
っ
た
（
複
数
回
答
）。

■
約
７
％
の
介
護
施
設
で
移
乗
支
援
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
（
７
月
10
日
）

　
23
年
度
の
介
護
労
働
実
態
調
査
に
よ

る
と
、
特
養
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

入
所
型
施
設
の
６
・
８
％
が
移
乗
を
支

援
す
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
（
マ
ッ
ス
ル

ス
ー
ツ
な
ど
）
を
導
入
し
て
い
た
。
入

浴
支
援
で
は
７
・
６
％
、
移
動
支
援
で

は
５
・
３
％
の
施
設
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

を
導
入
。
排
泄
支
援
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
率
は
１
・
０
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

■
介
護
職
員
の
平
均
月
給
は
約
22
万
６

０
０
０
円
（
７
月
10
日
）

　
23
年
度
の
介
護
労
働
実
態
調
査
に
よ

る
と
、
月
給
制
で
働
く
介
護
職
員
の
平

均
賃
金
（
税
込
み
）
は
22
万
５
９
１
４

円
、
訪
問
介
護
員
は
22
万
３
１
２
２
円

だ
っ
た
。
看
護
職
員
、
サ
責
、
ケ
ア
マ

ネ
な
ど
を
含
め
た
介
護
労
働
者
の
平
均

月
給
は
約
24
万
１
０
０
０
円
で
22
年
度

の
約
23
万
８
０
０
０
円
か
ら
増
加
し
、

20
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
前
年
度
を
上

回
っ
た
。

■
２
０
４
０
年
に
介
護
職
員
が
57
万
人

不
足
（
７
月
12
日
）

　
厚
労
省
は
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
（
24
～
26
年
度
）
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

見
込
み
量
に
基
づ
い
て
都
道
府
県
が
推

計
し
た
将
来
の
介
護
職
員
の
必
要
数
を

ま
と
め
た
。
26
年
度
の
必
要
数
は
約
２

４
０
万
人
で
22
年
度
実
績
の
約
２
１
５

万
人
と
比
べ
る
と
約
25
万
人
の
増
員
が

必
要
。
40
年
度
の
必
要
数
は
約
２
７
２

万
人
で
、
介
護
人
材
確
保
が
進
ま
な
い

と
約
57
万
人
が
不
足
す
る
。

■
介
護
福
祉
士
試
験
「
パ
ー
ト
合
格
」

を
来
年
度
導
入
へ
（
７
月
12
日
）

　

厚
労
省
は
介
護
福
祉
士
国
家
試
験

パ
ー
ト
合
格
の
導
入
に
関
す
る
検
討
会

で
、
パ
ー
ト
合
格
制
度
を
来
年
度
導
入

し
、
26
年
度
の
試
験
か
ら
パ
ー
ト
合
格

者
の
受
験
を
開
始
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

案
を
示
し
た
。
パ
ー
ト
合
格
制
度
は
試

験
を
３
分
割
し
、
合
格
し
た
パ
ー
ト
の

有
効
期
限
を
翌
々
年
ま
で
と
す
る
。
１

年
で
１
パ
ー
ト
ず
つ
合
格
し
て
資
格
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
推
進
協
　
友
共
事
業
事
例
研
究
会
を

８
月
に
開
催
へ
（
７
月
18
日
）

　
多
職
種
と
家
族
の
関
わ
り
の
重
要
性

や
ご
本
人
の
機
能
・
状
態
に
合
わ
せ
た

食
事
内
容
の
選
定
を
テ
ー
マ
に
実
施
。

令
和
５
年
度
の
事
例
。
8
月
26
日
15
時

か
ら
Z
o
o
m
に
よ
り
開
催
し
、
会

員
・
非
会
員
問
わ
ず
無
料
で
参
加
可
能

と
し
て
い
る
。
詳
細
と
申
込
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
。

■
民
間
有
識
者
「
介
護
分
野
の
賃
上
げ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
」（
７
月
19
日
）

　
政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
経
団

連
の
十
倉
会
長
ら
民
間
議
員
は
「
当
面

の
マ
ク
ロ
経
済
運
営
」
に
つ
い
て
、
政

府
が
掲
げ
る
「
今
年
の
物
価
上
昇
を
上

回
る
所
得
増
、
来
年
以
降
の
物
価
上
昇

を
上
回
る
賃
上
げ
の
定
着
」
を
確
実
に

実
現
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
し
、
医

療
・
介
護
分
野
の
賃
上
げ
の
取
り
組
み

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
強
化
を
求
め
た
。

開催日　
　2025年8月19日（火）　13時～20時目途。１日限り。
　夜はセレモニー兼祝賀会とする。
開催地　
　東京都内、有楽町周辺　※東京国際フォーラムを想定
式典内容
　13時～16時：参加者による意見交換（グループワーク方式）
　17時～17時30分：セレモニー（着席方式）
　17時30分～20時　祝賀会（会食、着席方式）
参加者数
　200人～400人程度
会費　　
　（祝賀会参加）１人当たり15,000円　㊟旅費・宿泊費は自己負担
　（ 〃 不参加）１人当たり  5,000円　㊟旅費・宿泊費は自己負担

で
、
一
般
的
に
は
賃
金
で
は
な
い
と
解

さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
職
員
の
勤

務
成
績
に
よ
っ
て
支
給
額
が
決
ま
る
も

の
で
あ
り
、
ゼ
ロ
支
給
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
つ
ま
り
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ

て
い
な
い
も
の
と
い
え
ま
す
。
ま
と
め

る
と
、
賞
与
は
通
常
の
賃
金
の
よ
う
な

制
裁
が
及
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
貢
献
・

勤
務
成
績
に
応
じ
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
二
重
の
カ
ッ
ト
に
は
該
当
し
ま
せ

ん
。
昨
今
の
介
護
職
員
等
処
遇
改
善
加

算
の
波
は
、
あ
る
種
法
人
の
人
事
制
度

な
ど
に
影
響
が
あ
り
、
制
度
の
見
直
し

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
あ
る
た

め
、
ビ
ッ
グ
と
ま
で
は
い
か
な
い
と
し

て
も
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
制

度
も
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
は
い
け
な

い
労
使
の
関
係
性
も
ま
た
、
離
職
率
の

低
下
な
ど
を
対
策
す
る
う
え
で
必
要
な

こ
と
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

関連イベント
　2025年定時社員総会（6月末予定）
※特に入会10年超会員表彰。加えて入会20年会員表彰

推進協創立20周年記念式典の
開催決定
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